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合唱部活動の地域移行と地域展開 

― 現場から考える｢つなぎ方｣― 

 

 
はじめに 近年、「部活動の地域移行」という言葉が、合
唱の現場でも頻繁に語られるようになりました。背景にあ
る顧問教員の負担軽減という課題は、私たち合唱に関
わる者にとっても、決して他人事ではありません。一方で、
合唱という活動の性質を考えたとき、「学校から地域へ
活動の場を移す」という単純な構図だけでは、現実がう
まく説明できない場面も多くあります。合唱は、人・時
間・空間・信頼関係の積み重ねによって成立する、極め
て“現場依存度”の高い文化活動だからです。 

合唱団における｢地域移行｣の難しさ 
合唱活動には、指導者、ピアニスト、練習場所、団員
の確保、保護者の理解と送迎、運営費用など、多くの
要素が複雑に絡み合っています。学校部活動という枠
組みの中ですら、これらを安定的に維持することは簡単
ではありません。ましてや、地域に新たな合唱団体を立
ち上げ、継続的に運営していくことは、相当な人的・時
間的エネルギーを必要とします。 
現在、「地域コーラス」として大会に参加している団体
の多くは、もともと存在していたジュニアコーラスや学校外
団体が、制度の変化に対応する形で位置づけを変えた
ケースが中心であり、ゼロから地域で合唱の受け皿が生
まれている例は、まだ限られているのが実情ではないで
しょうか。 

｢移行｣よりも先に考えたい｢連携｣ 
本来の意味での「地域移行」とは、単に活動の主体を
学校外に移すことではなく、学校と地域が、合唱活動を
支える役割をどう分かち合うかという問いなのかもしれま
せん。制度や大会規定が整っていくこと自体は、前向き
な動きです。しかし、「制度が整うこと」と「現場で合唱が
無理なく続くこと」との間には、依然としてギャップがあるよ
うに感じています。合唱の地域化は、「学校か地域か」と
いう二者択一ではなく、学校と地域が緩やかにつながり
合う「地域連携」を土台にして初めて、現実味を帯びてく
るのではないでしょうか。 

合唱を継続していくための提言 
─現場目線で考える、現実的なかたち─ 

こうした考えから、現段階では次のような形が、多くの
地域・学校で取り入れやすいのではないかと感じています。 

1. まず何よりも、「指導したい」という思いを持つ顧問
教員を尊重し、無理のない関わり方ができる環境を
整えることを出発点とする。  

2. 生徒が地域へ分散するのではなく、地域の指導
者が学校に出向く形を基本とし、学校で育まれてき
た活動の流れや文化を生かす。 

3. 人数の少ない部活動については、複数校合同の
体制を整え、必要に応じて外部指導者が定期的
に関わる。コンクールや演奏会前には、数回の合同
練習を行う仕組みを設ける。  

4. 学校の中だけで完結させず、学校と地域の指導
者が対話を重ね、役割を分担しながら合唱活動を
支える「地域連携」の関係を築く。 

5. 費用面についても、学校・地域・個人が、それぞれ
無理のない範囲で負担を分かち合える仕組みを検
討する。  

 
おわりに 合唱の地域移行は、全国一律の制度や正解
が存在するものではありません。むしろ、各地の現場で悩
み、試行錯誤しながら積み重ねられてきた実践こそが、
合唱文化を支えてきたのだと思います。「移す」ことを急ぐ
よりも、まず「つなぐ」。人と人、学校と地域、世代と世代
を、合唱でつないでいく。その積み重ねの先にこそ、合唱
の地域化が自然な形で根づいていく未来があるのではな
いでしょうか。 
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